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2009年3月、本学の元木芳子氏が日本大学大学院総合社会情報研究科で博

士（総合社会文化）の学位を取得されました0その博士論文「ドイツ語初学者

の効果的な自律的学習訓練－e－Learningによる自己評価学習－」は・いつでも、

誰でも、どこからでもアクセスして学習でき、従来の学生だけでなく学習意欲

のある学習希望者への大きな恩恵となりうるe－Learningの効果的な教授方法を

検討したもので、外国語教授法の新しい展開を考えるうえで非常に貴重な論文

です。

しかしながら、学位取得の専攻分野が総合社会情報であったため、実際に使

用したドイツ語にかかわる設問すべてを博士論文に掲載することができなかっ

たと聞き及びました。濁協大学外国語学部ドイツ語学科は、ドイツ語教授法研

究とその応用に多大な関心を寄せておりますが、元木氏の論文の当該部分をぜ

ひとも公表できないかとの声があがりました。これを受けて『ドイツ学研究』

においては、元木氏の論文から、個々のドイツ語の設問や、それぞれの設問に

対する学習者の自己評価を掲載することになりました。

これにより、これまで教授者からの印象で進められてきたドイツ語学習に加

えて、個々の学習者がそれぞれの課題に自分がどれだけ結果を出せたか、今後

どのように学習するべきかを自身で評価している回答を知ることによって、学

習者の立場から教授法を検討することができると考えられます。

元木氏の論文発表を契機に、本学に限らず、広くe－Learningによる外国語教

授法の研究とその実際の外国語教育への応用が促進され、教授者もこれを熟知

し、教授能力の改善に努めることを強く希望します。

e－Learningによる自己評価学習の効果

元　木　芳　子

はじめに

コンピュータを利用した学習は、Pressy（1927）が教員の手作業による採点

を機械化し、教員の労力を軽減するため、ティーチングマシンによる客観的採

点を試みたのが始まりであった。その後、Skinner（1958）、Crowder（1959）の

プログラム学習を経て、Suppes（1962；1969）が中心となって、ドリル＆プラ

クティスと呼ばれるCAl（ComputerAssistedInstruCtion）へとプログラム学習は

変化してきた。1980年代からは、教育現場にコンピュータが導入され、本格

的な「コンピュータ支援教育」が行われるようになってきた。ここでいうCAI

というコンピュータ支援教育は、単にコンピュータを使用して学習することに

すぎなかった。すなわち、コンピュータ本体やCD－ROMにプログラムを入れ

て学習するが、内容の更新や改訂をするたびに、プログラムを入れ替えたり、

CD＿ROMを配布し直したりする必要があった。また学習者がどのくらいの頻

度でアクセスしているか、かれらの学習の到達度がどれほどであるかなどは、

まだ教授者からは把捉できるはどコンピュータはハード面でもソフト面でも発

達していなかった。1990年代になり、コンピュータがその両面で飛躍的に発

展し、ネットワーク環境も整ってきたことから、「コンピュータ支援教育」か

ら「コンピュータを利用した教育」に変わってきた。さらに2000年代に入り、

e心arning（electroniclearning）の研究が行われるようになってきた。


